
まちづくりボランティア活動の振興 （総合企画及び災害支援を除く）

１ 使命と実践目標（信州ふっころプラン）

２ 事業の実施状況

（１）福祉教育と福祉・介護PR
訪問講座のリニューアルと併せて、当事者も

主役となる福祉教育の実践を支援するために、
福祉教育推進者のネットワークづくりを推進。

１ 「ともに生きる」を発信する

（２）まちづくりボランティアセンター機能の充実
コロナ禍で活動が停滞するボランティア地域活動が

安心して活動を再開できるために「感染予防Play！」
ファシリテーターの養成、フードドライブを県域で推進
するための環境整備、企業との協働による子ども支援
活動など多様なまちづくりの主体とのボランタリーな活
動を推進

▲訪問講座をリニューアル▲
学校・地域・企業からの福祉
学習の実施に対して県内各
地で実施する講座を全面的
にサポート

▲オンラインカフェ▲
定例のテーマ別オンラインカフェを開
催。ゲストからの話題提供と参加者の
情報交換を通じて顔の見える関係づく
りにつながっている。

▲子供学習支援プロジェクト▲
県内企業の協賛による文具提供プロジェクト。
企業の持つ社会貢献ネットワークと県社協の子
ども支援に取り組む様々なネットワークの両面
を活かしたプロジェクトとして実施中。

（１）コーディネーターの仲間づくり、研修体系づくり

（２）地域の取り組みに寄り添い、モデルづくりを支援
生活支援体制整備事業などを中心に、長野県らしい地域の支え合い・助け合い活動の活動を
サポートするコーディネーターに寄り添いながら現場での実践を応援

住民とともに地域づくりを推進する地域福祉のコーディ
ネート機能を有する多様なコーディネーターの研修をオ
ンラインと対面を掛け合わせたハイブリッドで実施。
また、コロナ禍でなかなか顔の合わせられないコーディ
ネーターの仲間づくりも地域別に展開。

２ 地域福祉の基盤強化

３ 成果と課題

① 新型コロナ感染症の影響下で、これまで、みんなが大切にしてきた「人と人がつながること」
を避けねばならない状況に「気持ちの揺らぎ」も大きかった。県社協としては、それぞれの地域
で工夫して継続している活動にひたする寄り添い、発信していくことが重要だと感じている。

② 福祉、社会教育、地域づくりに広がる地域福祉のコーディネーター養成は、今年度初めて県
の福祉各課の連絡会議に基づく研修課程を実施した。今後、ますます分野をこえたコーディ
ネーター同士のネットワークづくりを促進していく必要がある。

③ むすびやの拠点を得たことで、企業やＮＰＯ、社会福祉法人が協働して、全県に「元気を届
ける」活動が活発化している。「ボラセン」の力ってホントにすごいと感じている。

３ 社会福祉法人の連携による公益事業の促進

令和３年6月、社会福祉法人が遊休施設を提供し、フードバン
ク・子ども食堂に関連するボランティア・NPOなども協働して、広
域フードパントリー「むすびや」を長野市内に開設、全県を対象と
した支援食糧の広域調整をスタートした。
また、長野市、伊那市、箕輪町、上田市などで、地域の社会福
祉法人による連絡会の開催を支援。生活困窮者支援や防災福
祉のための協働事業の輪が広がっている。

▼福祉教育推進セミナー▼
多彩なゲストからのレポートを通して、
福祉教育が多様であることと多くの仲
間がいることを発信。

▼感染予防Play！▼
正しく恐れて集いを再
開するために、活動
者自身が場の予防策
を考える力を身に着
けるためのゲーム。県
内で40名以上のファ
シリテーターを養成。

今年度はコーディネーター同士の仲間づくり
にも注目。コロナ禍でなかなか対面研修が
開催できていなかったが、徐々に対面での
研修も再開。県内各地に仲間がいることを感
じることができることで大きなネットワークが生
まれている。

高齢・児童・障がい・
地域の分野で取り組
むコーディネーター
それぞれから地域づ
くりを第１回で学ぶ。
共通して地域と住民
を繋ぐために必要な
視点を共有。

◀地域の支え合い活動を再評価▶
酒井保氏（ご近所福祉クリエイショ
ン）とともに県内各地の支え合い
活動のサポートをしながら長野県
ならではの暮らしぶりと助けあい
の活動の本質を伝達。中長期的
な伴走支援によりコーディネー
ターのスキルアップと事例収集を
実施。

長野市中条地区をはじめ白馬村や大町市、軽井沢町、信濃町などを酒井氏と同行しながら地域の活動発掘やコー
ディネーターの活動をサポート


